
２節 世界恐慌と日本の中国侵略 

② 欧米の情勢とファシズム 

  世界恐慌…1929年 10月、アメリカのニューヨーク株式市場の株価が大暴落をき

っかけに始まった世界的な不景気と経済混乱。 

（１）ファシズム 

  第一次世界大戦後のヨーロッパでは、民主主義が発展した一方で、（①      ）

とよばれる政治運動も登場しました。ファシズムは民主主義を否定して、個人よりも民

族や国家を重視する（②      ）主義を唱え、対外的には武力による侵略を主張

しました。このファシズムは、大衆の支持を得た運動としてイタリアで生まれ、ドイツ

で最も勢力を強めました。 

 

（２）ドイツのファシズム 

  第一次世界大戦で敗れたドイツでは、（③         ）

条約が戦勝国から押し付けられたものと考えてられており、また、

賠償金が重い負担になって、経済は混乱していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした中で、（④         ）の率いる（⑤         ）（国民社会

主義ドイツ労働者党）はベルサイユ条約に対する国民の不

満をあおり、ユダヤ人を迫害し、共産主義などを攻撃しな

がら、ドイツ民族の優秀さを強調する宣伝活動によって注

目を集めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世界恐慌による深刻な不況が始ま

ると、ナチスは混乱の中で勢力を大き

くのばし、1932年には議会で第一党

になりました。ヒトラーは1933年に

首相になると、ほかの政党を解散させ、

民主的な（⑥          ）

を停止して独裁を確立しました。 

 また、（⑦          ）

から脱退し、国際的な世論を無視して

軍備を増強しました。ドイツでは、公共事業と軍需産業によって経済が回復しましたが、

軍事大国になり、人々の自由はうばわれ、秘密警察が国民を監視し統制する全体主義の国

家になりました。 

 

（３）イタリアのファシズム 

  イタリアは、第一次世界大戦の戦勝国でしたが、戦争の被害は大きく、経済は混乱し

ていました。ファシスト党を率いる（③            ）は領土問題や共産主

義の拡大に対する国民の不満をあおりながら、1922（大正１１）年に首相になりました。

ムッソリーニは、ほかの政党を禁止して独裁を行い、言語や集会の自由を制限しました。

また世界恐慌の後に経済が行きづまると、エチオピアを侵略し、1936（昭和１１）年に

これを併合しました。 

課題  世界恐慌に対して、ドイツ、イタリアはどのように対応したのでしょうか。 
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